
－分倍河原駅周辺地区－

1

日時：６月２５日（土）午前10時～午後5時

場所：片町文化センター １階ロビー

参考1

まちづくりのオープンハウス

当日展示資料

分倍河原周辺地区におけるまちづくり
の経緯について、地区の課題から順を
追って分かりやすくご説明しました。



・幅員が狭く、線路の横断が必要な駅北西から駅
へのアクセス道路
・線路による地域分断
・災害時の避難救助経路の確保が必要

１ 地区の課題について

・樹木等による歩行者空間の不足（分梅通り）

・駅構内の混雑や分かりづらい動線など利便性・
快適性への課題

・設置から40年以上経過し、老朽化
（南北にまたがる既存跨線橋）

・歩行者空間の不足
・自転車走行空間の改善（市道4-139号）

◆崖線等による高低差によるまちの課題

●地区の東西を横断する崖線による
約７ｍの高低差を含む地形により、
駅周辺の回遊性及びにぎわいの広
がりに課題

●駅から跨線橋まで約２ｍの高低差
があり、跨線橋までの通路はバリ
アフリー基準を満たさない急勾配

高低差約2ｍ

地区課題図
・混雑した駅前
・緊急車両の折返しが困難
・災害時の退避空間の不足

■まちづくりの経緯
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まちづくり提案書
の提出

地区の
課題

まちづくり
基本計画
の策定

各施策の進捗

駅前空間の整備




